
地

球上
諏
訪
温
泉
の
泉
脈
に
裁
て

筋
二
番

第

7
芯

7九C)
l
九
〇

三

鐸

勝

衛

隅
p
位
置
地
形
地
質
概
観

上
級
訪
温
泉
は
弛
訪
盆
地
莱
北
棟
に
位
し
､
北
方
下
散
訪
独
泉
や
南
方
赤
滑
脱
泉
等
ビ
共
に
諏
訪
盆
地
渦
泉
群
の

叫
つ
を
な
し
.
且
つ
下
敗
訴
赤
沼
蘭
源
泉
の
略
中
間
に
あ
た
-
基
蓬
位
を
占
め
て
居
る
｡

附
近
の
地
形
及
地
質
を
大
観
す
れ
ば
'
東
方
は
ま
ビ
し
て
集
塊
砦
か
ら
な
る
丘
陵
性
の
高

地
で
p
断
暦
崖
を
以
て

カ
ク
マ

セ
ンポ
ンギ

諏
訪
盆
地
に
の
ぞ
み
､
角

問

川
及
千

本

木

川
が
是
に
深
い
谷
を
刻
み
込
ん
で
居
る
｡
西
方
は
ま
ど
し
て
蕃
湖
底
の
沈

鵡
暦

か
ら
な
る
鞭
訪
盆
地
平
坦
都
の

7
部
で
.
現
織
訪
朝
ど
の
間
に
挑
麗
し
北
方
に
次
窮
に
狭
-
な
っ
て
居
る
.
～

し
て
此
高
地
ビ
卒
地
k
)の
間
に
は
'
可
成
大
き
な
角
間
川
の
扇
状
地
を
初
め
だ
し
.
其
他
二
三
小
淡
の
扇
状
地
又
は

崖
鎌
が
出
凍
て
居
る
｡こ

p
温
泉
分
布
の
状
態



か

ヽ
る
地
形
地
質
の
上
に
あ
る
上
諏
勧
現
先
は
~
天
然
湧
出
人
工
掘
巣
食
せ
て
基
数
現
在
二

九
二
四
年
先
月
)
で

は
約
三
亙
○
除
の
多
数
に
蓮
し
て
摺
る
.

今
先
づ
是

等
各
現
泉
非
の
介

布
状
髄
を
見
る
に
､
大
概
前
記
織
部
盆
地
弧

泉
群
の
大
勢
に
従
ひ
北
北
蘭

か
ら
覇
南
光
の
カ
向
を
ど
-

長

さ
約

二
キ

ロ
メ
!
-

ル
幅

約
〇
･
五
キ

ロ
メ

ー

ト
〝

の

範
囲
を
古
め
p
専
ら
前
記
平

坦
部
の
中
に
の
み
散
在
し
て

居
る
.
而
し
て
此
温
泉
低
域

の
西
側
限
界
は
地
形
的
に
も

地
質
的
に
も
甚
だ
不
明
瞭
で

あ
る
が
p
東
側
は
前
記
扇
状

地
及
崖
錐
地
域
だ
湖
底
沈
積

屈
地
域
ど
の
境
界

を
以
て
其
限
鼎
ビ
し
て
屠
る
事
は
'
甚
だ
明
瞭
で
あ
っ
て
亦
将
に
注
意
す

べ
き
事
で
あ
る
.

(鈴
fi
間
藤
照
)

上
鰍
筋
祝
典
の
晶
族
に
放
て

l
九
i

J
九

;



地

球

第
二
番

第

7
髄

l望

B
九
〓

蓋
p
温
泉
温
度
の
分
布
状
態

次
に
各
温
泉
非
に
親
で
､
地
表
に
於
て
業
務
出
現
皮
を
測
定
し
'
其
渦
度
分
布
を
記
載
す

る
事
ビ
す

る
.
尤
も
温

泉
井
の
温
度
は
､
同

7
温
泉
升
に
就
て
も
其
深
度
町
選
る
に
従

っ
て
挺
化
す

る
も
の
で
p

7
股
に
或
程
度
ま
で
は
洗

皮
の
増
加
だ
共
に
増
脱
す

る
も
の
で
あ
る
か
ら
'
温
度
だ
共

に
洗
皮
を
も
加
煉
し
て
考

へ
な
け
れ
ば
t･･.
ら
な
い
.
然

し
な
が
ら
或
種
皮
以
上
に
於
で
は
'
洗
皮
は
増
加
す
る
も
温
度
の
由

加
は
非
常
に
徐

々
で
'
却

っ
て
漸
城
す

る
事
は

上
撤
訪
温
泉
佑
域
内
に
於
で
は
普
通
の
標
で
あ
っ
て
､
其
限
鮎
は
余
が
今
日
ま
で
の
経
験
で
は
､
約
五

〇
間
よ
-
約

九

〇
問
の
間
に
あ
る
も
の
ゝ
加
-
で
あ
る
.
即
ち
上
諏
訪
泥
兼
置
域
内
に
於
け
る
挽
泉
井
は
'
五

〇
描
乃
至
九

〇
間

以
株
に
於
で
は
､
掘
遷
し
て
東
に
そ
れ
以
上
に
及
ぶ
も
殆
.FjJ
璃
温
な
き
か
.
叉
は
却

っ
て
演
挽
す

る
も
の
で
あ
る
｡

よ
っ
て
地
表
況
度
を
正
確
に
比
較
す
る
ビ
云
ふ
事
は
､
中

々
困
難
な
問
題
で
あ
る
｡

さ
れ
ば
露
に
は
先
づ
罫

に
地
表
現
度
だ
け
に
就

い
て
記
載
し
て
見
る
ど
~
上
紙
訪
温
泉
罷
城
中
の
畢

向
温
度
を
京

す
も
の
正

翫
氏
の
八

六

五

度

以
下
何
れ
も
桁
氏
)
で
.
基
数
は
今
の
虚
位
に
三
井
だ
け
で
あ
る
O
そ
れ

が

八

〇
度

以
上
の
も
の
を
数

へ
て
托
れ
ば
二
六
井
･.Y,
な
る
'
今

記
載
の
便
宜
上
次
の
様
な
分
頻
を
用
ゐ
る
事
ビ
す
る
O

断

絶

nM
=Fii
=A

級

約

度

八
∩
)成
以
上

氾
･ES
非
敗

二
六
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揃

･粗

放

七
C
.戊
-
Jt.九
度

苅
七

坤

氾
級

六
〇
戊

-
六
九
度

六
七

低

派
馳

五
九
伐
以
下

l

九

叫

そ
し
て
現
在
の
と
こ
ろ
.

そ
れ
に
該
常
す
る
孤
束
井
の
教
は
石

衣
に
附
記
し
た
通
-
で
あ
る
.

今

是
等
各
階
級
の
分
布
を
見
る
に
'

山
股
に
両
年
部
に
は
高
渦

の
も
の
が
多
-
'
米
軍
部
に
は
低
温
の
も
の
が
多
い
､
今
暇
に
此

上
織
訪
町
を
迫
っ
て
居
る
中
央
線
の
餓
混
線
路
を
以
て
､
上
諏
訪

温
泉
隈
を
東
商
両
協
に
別
け
.
(賓
際
域
遭
線
路
は
此
粗
泉
低
域
の

略
中
火
を
縦
貫
し
て
屠
る
)
各
温
泉
級
の
数
量
的
分
布
堂
不
せ
ば

次
の
機
で
あ
る
｡

末

'd

軸

砿

叔
揃
孤
放

論
恨
親

〇

二
ハ

二
六

四
】

中
油
級

低
温
級

合

計

二
九

-
二
五

]
七
〇

三
八

六
六

l
七

一

心転

U
J12,E
J.匡

虹

い

Al

＼ヽr

y..･

1-L

h
.

ト
.

J=

q

f3.

即

40

5

13

上
紙
折
紙
泉
の
浪
朕
に
就
て

遇
盛
に
も
米
蘭
両
院
の
温
泉
非
数
は
略
同
数
で
あ
る
が
其
脱
皮

階
親
の
分
布
状
態
は
か
-
の
如
-
遷
し
-
其
傾
向
が
違
っ
て
居
る

尋

1

t
九
三



地

球

節
こ

令

弟

一
班

品
田

E
九
m

次
に
荷
嵩
に
於
け
る
此
敢
高
温
級
に
威
す
る
二
六
井
の
も
の
闇
p

賓
に
南
中
北
三
偶
の
地
域
に
分
れ
て
摺
る
が
p

そ
れ
尊

重
=Z
据
親
の
血
兼

か査

む
範
囲
､
又
は
最
高
淵
親
の
温
点
を
中
心
ど
し
附
鑑
淵
泉
の
温
度
に
よ
も
描
き
出
し

た
等
混
線
は
､
や
ゝ
酬
長

い
据
固
形
に
似
た
形
を
表
は
し
二

二
着
其
略
同

一
両
帝
で
し
か
も
基
長
軸
の
走
向
は
三
者

共
亦
北
西
南
米
で
p
従
っ
て
前
記
紙
箱
盆
地
配
慮
群
の
走
向
に
射
し
雁
行
的
に
斜
交
し
て
居
る
事
ど
な
-
'
且
叉
中

北
前
置
の
痕

中
間
に
皆
っ
て
.
此
附
近

山
股
に
五
〇
度
轟
の
視
点
で
あ
る
の
に
､
六
四
度
乃
至
六
九
度
を
も
つ
数
脂

の
況
泉
が
是
亦
長
軸
を
北
西
苗
粟
の
方
向
に
し
た
柏
鳳
形
に
集
q
E
L
で
屠
る
事
は
興
味
あ
る
事
で
.
若
し
も
此
地
域

度
別
記
三
最
高
視
放
線
兼
儀
の
中
間
に
入
れ
て
考

へ
る
亡
.
此
間
に
寺
田
の
現
象
だ
呼
ば
れ
て
捕
る
.

山
種
の
等
間

隔
性
が
成
立
つ

事
ど
な
っ
て
凍
る
｡

次
に
兼
隈
に
於
て
は
垂
向
温
顔
を
敏
き
P
高
湿
激
に
属
す
る
も
の
も
位
に
〓
ハ
井
で
あ
る
が
'
基
分
布
を
見
る
に

基
地
域
が
亦
三
ヶ
所
に
分
れ
p
し
か
も
前
記
西
院
車
内
況
激
部
の
南
東
又
は
箇
兼
兼
､
即
ち
長
軸
の
延
長
近
-
か
'

或
は
基
東
方
に
懸
っ
て
屠
る
｡

看
米
閣
立
教
現
泉
隈
関
の
分
布
陶
係
は
大
略
次
の
蹴
念
軌
で
示
す
加
-
で
あ
る
｡

山
鹿
に
上
撤
訪
況
泉
に
於
て
は
~
末
尾
は
洗
既
決
二

番
迫
十
数
聞
に
で
四
〇
問
内
外
の
も
の
は
洗
き
部
に
属
し

現
在
で
は
約
七

〇
m
の
も
の
を
以
て
敢
洗
ビ
し
て
摺
る
｡
是
に
反
し
閣
儀
は

7
敗
に
洗
-
､二

10
問
内
外
よ
-
初
ま

わ
大

-
七

〇
問
の
も
の
も
少
な
-
堤
-
､
時
に
育
十
敗
聞
S
深
度
に
及
ん
で
摺
る
も
の
-
あ
る
｡

天
然
湧
出
の
地
鮎

も
是
に
雌
じ
､
洗
吋即
に
は
ムハ
ヶ
所
を
小利
し
.
固
い位
に
は
湖
底
描川
脚
の
ニ
ケ
肝
を
播
け
ば
ー
機
に
‖ハ
山
ヶ
所

だけ
で
あ



ろ
O

然
し
Li
が
ら
基
に
注
意
す

べ
き
は
､
開
展
に
於
で
も
最
前
渦
親
に
威
せ
る
温
泉
井
は
'
何
れ
-

山
股
に
操
舵
涯

-
､
天
然
湧
出
の
も
の
を
初
め
二
〇
聞
内
外
を
普
通
F,J
L
､
四

〇問
乃
至
五
〇
閏
の
も

の
は
極
め
て
稀
で
あ
る
の
に

光
陰
に
於
て
市
況
飯
に
属
す
る
泥
永
井
は
'

…
方
に
天
然
湧
出
の
様
な
浅

い
も
の
も
あ
る
が

(天
然
湧
出
の
中
に
も

低
湿
の
も
の
も
あ
る
)
掘
婁
非
に
於
で
は
却
っ
て
床
上
二
ニ
ー

四

〇
間
よ
-
稀
に
七

〇
徐
間
に
及
ぶ
も
の
が
あ
る
｡

rJれ
ぼ
洗
皮
か

加
味
し
て
考

へ
で
も
P
(勿
静
大
鶴
で
は
あ
る
が
上
諏
訪
温
泉
の
高
温
部
は
'
苗
軍
部
に
悔
し
で
屠
る

A/J
t試
ふ
事
に
な
る
0

次
にニ
地
中
に
於
け
る
温
度
分
布
の
状
態
に
就
て
述

べ
て
見
た
い
ビ
思
ふ
が
.
云
ふ
ま
で
も
な
-
地
中
温
皮
の
測
定

は
甚

だ困
難
な
も
の
で
あ
る
が
p
･余
が
従
雑
測
施
し
L
J方
法
は
甚
だ
簡
罫
で
従
っ
て
見
様
に
各
洗
皮
に
於
け
る
温
皮

増
減
の
大
勢
を
知
-
得
る
に
止
ま
る
の
で
あ
る
｡
即
ち
掘
愚
(上
紙
式
掘
)潜
時
'
毎
朝
非
深
に
沈
澱
し
て
居
る
泥
水

を
P
紅
種
的

O
p
五
セ
ン
チ
長
約
五
メ
ー
ト

ル
内
外
の
餓
管

で
汲
上
げ
､
其
泥
水
の
脱
皮
を
測
定
し
た
の
で
あ
る
｡

従
っ
て
基
地
鮎
に
含
ま
れ
て
屠
る
異
の
挽
鬼
の
弧
皮
を
知
る
事
は
出
来
な
い
が
.
掘
暴
竣
成
後
の
温
度
や
附
近
既
設

泥
泉

の
混
比
等
ビ
比
摸
し
て
見
て
.
五
〇
問
位
の
洗
皮
に
於
て
は
鼻
の
脱
皮
よ
-
平
均
五
皮
内
外
位
低
温
の
様
で
あ

る
｡
然
し
測
定
回
数
は
可
成
多
数
で
.
六

-
七
〇
聞

S
深
度
の
孤
慮
非
L=
射
し
て
卒
均
六

1
七
〇
回
以
上
の
測
定
を

行
っ
て
摺
る
か
ら
､
大
破
基
地
鮎
の
比
峻
脱
皮
を
如
上

従
っ
て
洗
皮
に
封
す
る
弧
皮
捉
化
の
状
況
や
温
泉
合
有
厨

の
南

無
を
知
る
串
は
出
来
る
ビ
思
ふ
｡
只
現
在
で
は
ま

だ上
記
の
方
法
を

用
ひて
､
私
の
調
査
し
た
渦
泉
非
は
'
位

′上
紙
訊
氾
泉
の
洗
脱
に
就
て

完

況

叫
九
五



南

圏念概布分匡衆遠雷主

節
二
番

第

一
状

完
パ

叩
九
六

に
二
〇
除
非
に
過
ぎ
な
い
か
ら
.
上
紙
訪
瓶
泉
尾
域
全
般
に
亙
っ
て
知
る
事
も
駿
東

す
る
事
も
出
雄
な
い
が
p
基
に
南
部
垂
拘
泥
親
温
泉
協
の
北
部
か
ら
中
部
最
高
改
組

鹿
部
の
東
商
方
向
の
線
上
に
潜
る

1
温
泉
に
及
ぶ
.
長
さ
的

l
五
〇
問
で
略
北
東
南

西
の
走
向
線
上
近
-
に
集
っ
て
居
る
､
七
個
の
温
泉
井
の
地
下
挽
度
の
鼻
化
を
基
･･J

L
で
､
此
の
速
の
地
下
に
於
け
る
等
温
深
皮
親
を
描
き
'
該
地
方
地
下
孤
皮
の
状
態

を
表
は
し
て
見
た
の
が
弟
二
園
で
あ
る
｡

即
ち
等
挽
深
度
繭
は
.
南
西
の
最
高
温
故
部
の
中
央
の
部
分
で
最
旦
=川
上

山
形

杏
.な
し
p
そ
れ
よ
-
北
東
に
向
つ
て
は
授
き
汲
状
を
描
い
て
次
弟
に
低
-
.
そ
し
て

北
東
弗
即
ち
中
部
垂
向
温
故
部
の
長
軸
の
方
向
地
鮎
に
近
-
や
､
俄
に
上
昇
し
て
凍

て
居
る
革
は
注
意
す
べ
き
事
で
あ
る
｡
又
垂
織
部
山
形
の
靖
国
に
向
つ
て
は
'
弟
二

回
で
は
材
粁
不
充
分
で
あ
る
が
僻
其
禰
酉
に
あ
た
る
､
数
個
の
既
設
温
泉
升
の
深
皮

や
脱
皮
尊
を
愈
照
し
.
東
に
又
間
も
な
-
既
設
温
泉
の
Li6
い
値
域
に
移
る
革
等
か
ら

考

へ
て
見
て
'
左
方
よ
-
も
比
舵
的
急
に
下
降
す
る
も
の
ゝ
如
上

殊
に
八

〇
度
の

等
温
深
皮
線
が

i
種
の
軸
物
線
状
か･Jな
し
で
層
る
革
は
甚
だ
典
味
あ
る
事
で
あ
る
｡

此
外
し間
等
弧
冊抹
皮
線
は
基
撰
定
の
付随
城
に
-
つ
て
は
､
或
は
斯
様
な
山
形
を
･tII6
さ
す



し
て
酌
通
の
如
-
或
和
捜
以
操
に
於
で
は
却

っ
て
基
孤
肢
を
城
じ
､
兼
め
に
尊
泥
探
腔
線
が

Z
種
の
竹
ゾ

耳

状
打+す

低
域
も
あ
る
で
あ
ら
-
L
t
又
隈
域
の
選
定
に
よ
う
で
は
豊
状
を
な
す
虎
も
EH11
凍
る
ビ
恕
ふ
0
或
は
此
輩
状
を
な
す

も
の
こ
そ
輿
の
基
本
的
の
形
式
で
I
北
ハ他
の
山
形
又
は
.竹
可
オ
状
の
も
の
は
'
其
豊
状
の
或

1
部
分
空

木
し
て
居
る

の
か
も
知
れ
な
い
｡
第
二
間
の
着
軍
部
は
や
ゝ
其
輩
状
の
部
分
が
あ
ら
は
れ
で
周
る
様
に
も
考

へ
ら
れ
る
p
兎
に
角

材
料
が
何
基
だ
貧
窮
L･l
の
で
'
今
露
で
徹
底
的
に
記
減
す
る
事
の
出
雄
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
｡
材
料
蒐
免
の
上
で

後
日
紬
記
し
て
御
示
教
を
仰
ぎ
た
い
ビ
思
ふ
｡

四
p
温

泉

の

構

造

以
上
は
上
鞭
訪
温
泉
の
現
存
に
就
い
て
'
専
ら
英
独
戊
の
分
布
を
ま
さ
し
.
邸
倉
上
只
二
-

三
他
の
事
項
か
･附
託

し
た
の
み
で
'
是
だ
け
で
上
紙
訪
孤
束
の
構
造
を
断
言
す
る
事
は
勿
論
甚
だ
不
備
で
あ
る
が
.
私
は
従
衆
多
-
の
人

に
よ
っ
て
考

へ
ら
れ
て
層
つ
L
J標
に
'
東
側
の
扇
状
地
又
は
崖
錐
東
端
に
近
-
､
天
然
に
湧
出
し
て
周
っ
た
数
個
の
.

湧
出
瓢
を
宴
に
連
絡
し
て
.
基
底
に

1
つ
の
札
束
湧
出
の
断
層
様
の
も
の
を
想
像
し
'
此
の
下
郡
が
上
諏
訪
源
泉
の
.

泉
源
の
如
-
述

べ
ら
れ
て
居
る
の
に
判
し
て
は
､
俄
に
賛
成
す
る
事
は
出
凍
甘
い
.
前
記
の
如
き
温
度
分
布
等
の
革

質
よ
-
考

へ
る
亡
.

上
諏
訪
孤
泉
の
泉
源
は
却

っ
て
閣
側
軍
規
部
中
に
春
す
る

(地
形
的
に
は
何
等
差
別
の
な
い
)

前
記
量
拘
泥
級
に
周
す
る
南
中
北
三
協
(或
は
北
車
両
博
聞
に

1
隈
を
入
れ
田
儀
)
の
堀
臣~
状
罷
域
の
下
部
に
存
す
る

上
靴
計
氾
放
り
泉
脈
に
就
て

]
毛

】
九
七



地

球

第
二
番

第

1
焼

完
八

叫
鬼
凡

も
の
ど
考
へ
た
い
｡
勿
論
此
三
協
は
下
部
(或
は
湖
底
沈
積
厨
の
基
底
部
か
)
に
於
で
は
互
に
共
通
で
あ
ら
う
ど
考

へ

て
居
る
｡
そ
し
て
東
側
の
天
然
湧
出
地
鮎
は
､
上
記
泉
源
部
に
湧
出
し
た
挽
泉
が
'
蓬
だ
し
て
湖
底
沈
積
履
ビ
山
於

の
康
錐
又
は
扇
状
地
ビ
S
地
質
的
境
を
利
用
し
て
上
昇
し
､
地
表
又
は
地
表
近
-
に
迄
で
出
て
凍
て
層
る
も
の
と
考

へ
た
い
｡

勿
論
断
面
樹
に
現
は
れ
で
凍
る
沈
澱
厨
ビ
崖
雅
文
は
扇
状
地
ど
の
.
地
下
に
於
け
る
境
界
脱
は
'
簡
単
な

叫
本
の
曲
線
で
は
な
-
､
両
者
が
幾
回
か
の
宜
暦
の
結
果
､
電
光
状
に
近
き
折
線
を
現
す
事
ビ
考

へ
ら
れ
る
か
ら
.

現
在
地
表
の
虜
状
地
や
蔑
雅
隈
城
下
内
に
も
淵
兼
の
合
有
を
否
定
は
し
な
い
が
､
扇
状
地
の
兼
端
近
-
に
深
度

1
五

-
六
閥
の
冷
泉
井
等
の
存
在
か
ら
考

へ
て
見
て
､
其
況
鬼
を
曾
有
す
る
職
園
は
極
め
て
狭
-
'
機
に
二
〇
〇
メ

ー
ト

γ
内
外
の
も
の
だ
思
は
れ
る
｡

次
に
上
記
三
(或
は
四
か
)源
泉
和
瓦
の
地
質
的
構
造
に
就
て
は
､
糞
に
多
量
の
地
質
的
資
料
等
に
待
た
な
け
れ
ば

宴
に
断
言
は
出
凍
L･4
い
が
'
諏
訪
盆
地
挽
点
群
の
集
食
方
向
に
通

っ
て
屠
る
'
舶
常
に
洗
い
も
の
ど
想
像
さ
れ
る
.

銅

山
次
の
断
膚
脱
上
に
､
比
棟
的
漣
-
或
は
湖
底
沈
澱
膚
中
に
の
み
存
す
る
ビ
考

へ
ら
れ
る
'
北
酉
南
東
の
走
向
を

持
ち
､
雁
行
状
に
並
列
し
て
居
る
小
梨
糠
か
ら
な
っ
て
居
る
も
の
ど
考

へ
た
い
'
そ
し
て
此
等
敗
小
梨
櫨
は
'
諏
訪

湖
底
沈
澱
暦
の
或
#
.皮
(現
在
の
地
表
よ
-
深
さ
約
三
〇
間
伐
か
)
ま
で
沈
積
し
た
潜
時
に
於
て
'
再
び
前
記
第

叫
次

の
断
層
線
の
移
動
に
よ
-
生
じ
た
も
の
/̂)
考

へ
た
い
｡

兎
に
角
是
等
枇
本
的
の
間
膜
一や
'
其
結
果
堂
す
る
孤
束
保
護
等
の
鮎
に
就
で
は
､
更
に
袖
訪
瀧
泉
群
各
地
の
.地
LE対



的
資
料
や
､
温
泉
湧
出
力
或
は
地
麓
等
各
柵
の
観
察
調
査
焦
りの
資
料
の
集
ま
る
の
む
待
つ
T
F.
更
に
他
日
評
論
を
試

み
軍
門
単
著
の
御
高
教
を
仰
ぎ
LJ
い
ざ
思
っ
て
屠
る
｡
(十
三
年
六
月
九
=
柄
)

毘
-
夕

鼠
･抄
｡バ
ン
の
温
泉

(
巻
頭
蹄
版
讐

ハ
収
)

エ
ー
ク
ス
･
レ
･

バ
ン
は
仰
甜
田
南
東
部
の
山
地
.1
あ
っ
て
､
巴
些

細
眉
間
の
銑
泣
枠
組
に
常
リ
巴
弘
よ
り
玉
川
五
粋
に
位
す
る
P
其
の
名
が
示
し
て

IJJ

居

る
棟
な
小
さ
な
細
水
の
L多
い
.脱
島

市

で

み
ろ
∪
粥
t工
ブ
ル

ダ
エ
湖
に
接
し
東
に
は
ル

げ
ア
ー

ル

山
が
饗
え
て
ぬ
る
｡
此
度
t･i
_ェ
十
九
世
紀
前
中
り
政
婚
家

で
あ
り
誰
的
考
終
/I,
い
ふ
詳
熊
で
有
名
で
あ
っ
写
ソ
†
>.
チ
ン
り
考

雛

も
し
詩
ね
作
つ
ii
戊
で
あ
る
O
市
-
か
ら
知
れ
て
厨
つ
L
i
池
魚
場
で
今
で
も
カ
ン

パ
ヌ
ス
巧
隆
門
や
ー
デ
イ
ア
ナ
女
柵
の
脱
党
や
抑
用
人
の
帆
日
跡
が
頻
っ
て
ぬ
る
D
こ
ゝ
に
托
立
捉
な
組
免
荷
が
あ
っ
て
浴
槽
の
あ
る
外
p
サ
ヤ
チ
ス
ー

ヂ
>,ソユ

よ
-
刺
-
TJ
い
ふ

雑

物

T,

ツ
サ

ー
ジ
の
.i.3
僻
が
立
祝
に
川
準
.J
ゐ
て
､
他
の
池
魚
で
は
県
佃
の

日米
な
い
-
り
だ
さ
-
で
あ
ろ
C
'

岡
脱
の
敢
上
は
浴
室
り

雄
物
で
あ
り
t
中
火
は
北
ハり
内
部
で
､
右
下
は
離
協
で
･L
サ
ー
ブ
か
行
っ
て

おろ
仲
で
､
左
下
は工
減
り
納
骨

瀞
で
あ
ろ
｡

こ
の
マ
･L
サ
ー
･h
が
よ
-
利
-

･.U
い
ふ
り
托
純
血
に
放
射
能
が
み
ろ
=
寸J
亡
約
度
が
外
相
人
に
F,)
つ
て
は
･:･仇
-
て
四
十
七
度
あ
る
こ
1J
で
_ェ
あ
る
が
､
之
.1
カーー
ふ
ろ
に
子
々
孫
々
に
侍

へ

た
純
協
静
ミ
嫌
み
手
り
永
い
班
娘

.1こよ
る
熱
純
な
以
て
す
る
描
め
だ
YJ
さ
れ
て
み
ろ
｡
池
魚
は
各
所
_こ
め
っ
て

1
日
の
細
山
敦
官
潟

が
ロ
ン
だ
TJ
い
ふ
｡

輪
湖
在
飲
む
･rJ
l
滑
よ
い
TJ
こhJ
ふ

J

担
塊
に
は
肌
妨
F,J
硫
求
?J
み
食
ん
で
ゐ
ろ
｡

エ
ー
ク
ス
り
静
は
端
低
が
よ
-
て
:宜
は
番
か
ら
ず
'
夕
方
は
心
地
よ
い
冷
か
さ
私
感
す
る
寸)
云
ふ
｡
そ
し
て
況
及
脚
に
ふ
さ
t‡
し
い
オ
ペ
ラ
や
晋
頬
骨

や
が
牛
相
中
の
y
I
ブ
ン
り
間
開
催
さ
れ
る
0

此
の
時
期
に
は
上
流
敢
骨
の
も
ら
が
銭
る
｡

又
=
～
_‡
ア
ル

プ
ス
山
荘
リ
り
光
姿
な
中
心
鮎
で
わ
ろ
U

エ
ー
ク
ス
･
V
｡
バ
ン
の
総
見

】
九
九

】
九
九


